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令和８年度 指定管理施設の管理運営に関する月次評価について 

 

施設所管課名：文化スポーツ観光部文化振興課 

１ 施設概要 

施設名称 横須賀市文化会館・横須賀市はまゆう会館 

指定管理者名 よこすか文化パートナーズ 

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月３１日（５年間） 

 

２ 月次評価 

評価月 評価 

４月 

施設の管理運営は、仕様書に基づき良好に行われている。 

運営面では、文化会館は全体の利用が例年並みの件数を維持している。ま

た、新規利用者に対しては、想定される課題を事前に把握したうえで、他の

利用者に配慮した適切な調整を行っている点を評価できる。はまゆう会館に

ついては、定期利用団体の獲得に加え、「直近割」等の料金施策を活用し利

用促進を図った結果、新規・単発利用の積み上げにつながり、全体の利用件

数が増加している点を評価できる。 

施設面では、文化会館・はまゆう会館どちらも、特殊な修繕案件に対して、

状況確認から修理業者との調整、応急対応までを速やかに進め、限られた予

算の範囲で適切な維持管理に努めており、評価できる。 

今後も、利用者の安全と利便性を最優先に、計画的な修繕・施設保全の継続

を期待したい。 

５月 

施設の管理運営は、仕様書に基づき良好に行われている。 

運営面では、文化会館は会議室の利用件数が増加したことにより、施設全

体の利用件数は前年同月を上回った。あわせて、利用料金改定の影響により、

利用料収入も前年同月と比較して増額となった。はまゆう会館については、

口コミ等を通じて利用が広がり、リハーサル室および多目的室において複数

の新規利用団体の獲得につながった結果、全体の利用件数が増加している点

を評価できる。 

施設面では、文化会館・はまゆう会館どちらも、事故を未然に防ぐ予防的

な修繕にも取り組んでいる。あわせて、定常的な避難訓練に加え、実際の現

場状況に即した職員向けの避難誘導講習を実施するなど、安全管理の強化が

図られており評価できる。 

今後も、利用者の安全と利便性を最優先に、計画的な修繕・施設保全の継

続を期待したい。 
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６月 

施設の管理運営は、仕様書に基づき良好に行われている。 

運営面では、文化会館は前年同月比でギャラリーの利用は減少したもの

の、大ホール及び展示室の利用は好調である。また、利用団体へのサポート

を強化し、施設利用の促進を図る姿勢は評価できる。はまゆう会館について

は、施設区分によって前年同月比で利用件数の減少や稼働率の低下が見られ

たものの、需要の落ち込みというより、利用月のずれの影響が大きいことが

確認できた。 

施設面では、文化会館・はまゆう会館どちらも、年間計画に基づき、必要

性の高い箇所から速やかに修繕を実施しており、評価できる。 

今後も、利用者の安全と利便性を最優先に、計画的な修繕・施設保全の継

続を期待したい。 

７月 

施設の管理運営は、仕様書に基づき良好に行われている。 

運営面では、文化会館は大ホールの利用率が 100％、中ホールは 85％と高

水準であり、駐車場収入も増収となった。 

はまゆう会館は、大ホールの利用団体数が前年度と比べて減少し、新規団

体の予約もなかったことなどから、利用状況に影響が見られた。これらの実

績について、利用状況や収入の変動要因を分析し、現状を適切に把握してい

る点も評価できる。 

施設面では、文化会館・はまゆう会館どちらも、対応可能な範囲で自主修

繕に取り組み、経費の縮減に努めている点は評価できる。 

今後も、利用促進を図るとともに、利用者が安心して利用できる施設環境

の維持に努められたい。 

 


